


第３回定例会
平
成
十
八
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
十
四
日
開
会
さ
れ
、
町
長

提
出
の
予
算
四
件
、
条
例
六
件
、
人
事
一
件
、
そ
の
他
三
件
、
議
員

提
出
の
意
見
案
二
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
、
平
成
十
七
年

度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長

林
　
秀
行
）
に
付
託
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

議

案

と

質

疑

内

容

福
祉
有
償
運
送
事
業
は
三
月
議
会
に

お
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業
主
体

と
し
て
提
案
さ
れ
議
決
し
て
い
る
。
事

業
の
実
施
に
は
運
営
協
議
会
の
設
立
が

欠
か
せ
な
い
、
協
議
会
が
組
織
さ
れ
る

前
に
提
案
さ
れ
た
の
は
何
故
か
、
次
に

協
議
会
設
立
の
交
渉
に
あ
た
り
何
回
ほ

ど
交
渉
を
行
っ
た
の
か
、そ
の
内
容
は
、

相
手
方
の
返
事
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

更
に
三
月
議
会
提
案
前
に
社
会
福
祉
協

議
会
と
問
題
に
つ
い
て
何
回
協
議
さ
れ

た
か
お
聞
き
し
た
い
。

質
問

間
宮
議
員

議
案
第
56
号
か
ら
議
案

第
61
号
ま
で
一
括
質
疑

補 正 予 算 の 主 な 内 容

議
案
第
51
号

苫
前
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
52
号

苫
前
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例議
案
第
53
号

苫
前
町
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

議
案
第
54
号

苫
前
町
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
55
号

苫
前
町
住
民
基
本
台
帳
に
係
わ
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
56
号

苫
前
町
生
き
が
い
対
策
事
業
の
実

施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
57
号
　

苫
前
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
出
産
育
児
一
時
金
の
一
件
あ
た
り

の
支
給
額
を
三
十
万
か
ら
三
十
五
万

に
改
正
）

議
案
第
58
号

平
成
十
八
年
度
苫
前
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）

議
案
第
59
号

平
成
十
八
年
度
苫
前
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
案
第
60
号

平
成
十
八
年
度
苫
前
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
案
第
61
号

平
成
十
八
年
度
苫
前
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

運
営
協
議
会
の
設
置
が
必
須
で
あ
る

事
は
承
知
し
て
い
た
。
協
議
会
が
整
う

も
の
と
考
え
提
案
し
、
努
力
の
足
り
な

い
点
は
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

三
月
議
会
で
は
詰
め
の
甘
さ
を
反
省

し
て
い
る
、
協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

と
の
調
整
も
何
度
と
な
く
話
し
合
い
を

持
ち
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
絡
を

密
に
し
、
会
長
と
共
に
設
置
に
向
け
努

力
を
し
て
き
た
、
こ
の
時
期
に
至
り
、

や
む
な
く
要
介
護
者
の
利
便
性
を
考
え

町
が
取
り
組
む
事
と
致
し
ま
し
た
。

協
議
と
か
調
整
と
か
は
三
月
議
会
前

第３回定例会平成１８年

平成１８年度苫前町各会計補正予算
◎一般会計（第６号）補正額　　　　１，８５９万６千円を追加し

補正後予算額 ３９億３，７５０万６千円とする。
≪補正予算の主なもの≫
・福祉有償運送事業分　　　　　　　　　 ７２万２千円追加
・葬斎場霊台車等取替工事　　　　　　 １２４万８千円追加
・古丹別市街流末排水溝改修工事　　　 ６５７万３千円追加
・道の駅　　　　　　　　　　　　　　 １３４万９千円追加

◎国民健康保険特別会計（第２号)  
補正額 ２，８５２万９千円追加し

補正後予算額 ５億３，４２５万４千円とする。
≪補正予算の主なもの≫
・出産育児一時金　　　　　　　　　 ２０万円増

◎介護保険特別会計（第３号）
補正額　　　　　　　　 １万２千円追加し
補正後予算額　　 ３億７，３１１万３千円とする。

◎下水道事業特別会計（第１号）
補正額 １９４万６千円追加し

補正後予算額　　 １億１，２７５万３千円とする。
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答
弁

渡
辺
町
民
課
長

答
弁

斉
藤
助
役

質
問

間
宮
議
員
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に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
隠

蔽
で
あ
り
、
同
僚
議
員
の
質
問
に
問
題

な
し
と
の
答
弁
は
偽
証
に
当
た
ら
な
い

か
、
議
決
す
れ
ば
、
ど
う
に
で
も
な
る

と
い
う
高
飛
車
な
気
持
ち
は
無
か
っ
た

か
、
ま
た
、
六
月
議
会
に
お
い
て
進
捗

状
況
を
担
当
委
員
会
へ
の
説
明
な
ど
何

故
し
な
か
っ
た
か
。

議
会
を
軽
視
す
る
事
な
ど
毛
頭
あ
り

ま
せ
ん
。

協
議
会
設
置
へ
の
努
力
を
具
体
的
に

知
ら
せ
よ
、
ま
た
、
条
例
を
改
正
せ
ず

に
事
業
を
実
施
で
き
る
方
法
は
な
か
っ

た
の
か
。

交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
誠
心
誠
意
説

明
を
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

事
業
の
執
行
に
は
三
通
り
の
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、

町
が
事
業
者
と
な
る
の
が
最
善
と
考
え

ま
す
。

運
営
協
議
会
で
の
協
議
を
何
時
、
ど

こ
で
開
催
さ
れ
た
の
か
、
次
に
協
議
会

が
設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
、
町
が
無
償
で

行
っ
て
は
ど
う
か
。

運
営
協
議
会
は
一
人
で
も
欠
け
た
時

に
は
開
催
で
き
な
い
た
め
、
結
果
、
一

度
も
開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
、
町
が
無

償
で
の
事
業
と
な
り
ま
す
と
多
大
な
予

算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

道
路
運
送
業
法
第
八
十
条
に
お
い
て

町
が
許
可
申
請
を
し
て
取
得
で
き
る
の

か
。町

内
に
事
業
者
が
い
な
が
ら
申
請
が

お
り
る
か
と
の
質
問
か
と
思
い
ま
す

が
、
利
用
者
す
べ
て
を
対
応
で
き
る
か

が
問
題
で
あ
り
、
取
得
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

旭
川
運
輸
局
と
も
相
談
を
し
て
手
続

き
等
も
進
め
て
お
り
ま
す
、
申
請
は
議

決
後
早
急
に
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。近

隣
他
町
村
に
お
い
て
、
こ
の
事
業

は
ど
の
様
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

羽
幌
町
も
運
営
協
議
会
を
開
催
し
そ

う
で
あ
る
、
初
山
別
村
で
は
運
営
協
議

会
を
開
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
。

許
可
が
お
り
て
確
実
な
も
の
に
な
っ

て
か
ら
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
議
案
に

は
反
対
し
ま
す
。

利
用
者
の
事
を
考
え
賛
成
し
ま
す
。

法
に
触
れ
る
事
も
考
え
ら
れ
、
急
ぐ

も
の
で
は
な
く
反
対
し
ま
す
。

今
後
の
高
齢
化
を
考
え
、
現
状
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
に
も
賛
成
で
あ
る
。

重
要
性
は
理
解
す
る
が
、
協
議
が
な

さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
互
信
頼
関
係
を
欠

く
も
の
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
や
む
な
し
と

は
な
ら
な
い
の
で
反
対
を
し
ま
す
。

行
政
の
反
省
を
踏
ま
え
、
町
民
の
お

金
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
賛
成
し
ま

す
。 「

討

論

」

今
、
こ
の
時
期
に
き
て
は
賛
成
す
べ

き
と
思
う
。

申
請
す
る
に
あ
た
り
確
信
を
持
っ
て

の
事
と
思
う
、
不
便
を
感
じ
る
人
の
た

め
に
も
賛
成
を
す
る
。

事
業
の
空
白
は
つ
く
ら
れ
な
い
、
町

民
の
た
め
を
考
え
賛
成
し
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
事
を
考
え
賛
成
、
し

か
し
な
が
ら
今
後
は
、
余
裕
を
持
っ

て
協
議
す
る
べ
き
と
思
う
。

一
括
提
案
で
も
あ
り
、
申
請
に
自
信

も
あ
る
こ
と
を
感
じ
賛
成
し
ま
す
。

重
要
な
議
案
も
あ
る
が
、
今
回
の

件
に
関
し
て
は
納
得
で
き
ず
反
対
し

ま
す
。

原
案
賛
成
者
の
起
立
を
求
め
る
。

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
を
成
立
す
る
。

「

採

決

」

故
郷
に
親
を
置
き
去
り
、
町
村
が

面
倒
を
見
て
い
る
、
地
方
行
政
の
地

域
の
作
り
方
が
課
題
、
効
率
効
果
を

考
え
る
と
合
併
が
必
要
だ
、
自
治
体

財
政
が
破
綻
し
た
場
合
の
責
任
な
ど

真
剣
な
議
論
が
必
要
だ
。

１
３
０
０
人
の
町
村
議
員
が
出
席

し
議
員
研
修
会
が
札
幌
に
て
開
催
さ

れ
る
。

帰
路
、
広
域
行
政
に
つ
い
て
奈
井

江
町
を
訪
問
し
、
北
町
長
並
び
に
担

当
者
と
意
見
交
換
、
勉
強
会
を
開
催

す
る
。

講
師
・
広
報
プ
ラ
ン
ナ
ー

和
田
雅
之
氏

北
海
学
園
大
学
法
学
部
政
治
学
科
　

横
山
純
一
氏

三
位
一
体
改
革
は
「
国
庫
支
出
金

の
廃
止
な
ど
地
方
自
治
の
政
策
裁
量

に
欠
け
数
字
合
わ
せ
だ
。」
と
指
摘

し
、
骨
太
方
針
第
２
弾
の
経
済
財
政

運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
「
過

疎
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
よ
い
結
果

と
な
ろ
う
と
語
っ
た
。」

歳
入
歳
出
に
２
３
６
万
３
千
円
追
加

主
な
補
正
予
算

◎
債
務
負
担
行
為
補
正
（
変
更
）

各
学
校
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係

◎
子
ど
も
の
映
画
鑑
賞
普
及
事
業

５
４
万
円
追
加

◎
東
川
ア
ノ
ト
ロ
マ
沢
線
単
独
災
害

復
旧
工
事

１
７
５
万
４
千
円
追
加

歳
入
歳
出
に
８
７
万
５
千
円
を
追
加

主
な
補
正
予
算

◎
給
食
調
理
場
修
繕
料

６
２
万
７
千
円
増

元
経
済
企
画
庁
長
官

田
中
秀
征
氏

「
政
局
展
望
」

小
泉
総
理
は
初
め
て
の
首
都
圏
出

身
総
理
で
あ
り
、
地
方
に
目
が
向
い

て
い
な
い
、
格
差
拡
大
が
問
題
で
あ

る
、
隣
国
問
題
も
含
め
次
ぎ
の
総
理

の
課
題
で
あ
る
と
語
る
。

地
方
自
治
総
合
研
究
所辻

山
幸
宣
氏

「
分
権
時
代
の
地
方
自
治
、

そ
の
現
在
と
未
来
」

全
道
議
員
研
修
会
６
月
29
日

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

臨
時
会
（
第
５
回
）６

月
27
日

臨
時
会
（
第
６
回
）７

月
20
日

管
内
議
員
研
修
会
９
月
５
日

小
平
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

議
会
広
報
研
修
会
８
月
22
日

札
幌
市
第
２
水
産
ビ
ル

同
意
第
３
号

苫
前
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

推
薦
す
る
者

住
　
所
　
苫
前
町
字
苫
前
三
〇
二
番
地

氏
　
名
　
竹
　
内
　
　
勝
　
氏

生
年
月
日

昭
和
二
六
年
十
月
二
五
日

全
員
一
致
に
て
同
意
す
る
。

意
見
案
第
５
号

集
配
局
の
廃
止
再
編
計
画
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
　

意
見
案
第
６
号

療
養
病
床
の
廃
止
・
削
減
の
中
止
等

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

講
演
者
と
講
演
内
容

講
演
者
と
講
演
内
容

議会だよりNo,65②

答
弁

斉
藤
助
役

答
弁

斉
藤
助
役

質
問

西
　
議
員

質
問

西
　
議
員

質
問

小
阪
議
員

答
弁

渡
辺
町
民
課
長

答
弁

渡
辺
町
民
課
長

答
弁

斉
藤
助
役

質
問

青
木
議
員

答
弁

渡
辺
町
民
課
長

間
宮
議
員（
反
対
意
見
）

藤
田
議
員（
賛
成
意
見
）

林
　
議
員（
賛
成
意
見
）

猫
島
議
員（
賛
成
意
見
）

浅
井
議
員（
賛
成
意
見
）

青
木
議
員（
賛
成
意
見
）

年
代
議
員（
反
対
意
見
）

柴
田
議
員（
賛
成
意
見
）

阿
部
議
員（
賛
成
意
見
）

西
田
議
員（
賛
成
意
見
）

小
阪
議
員（
反
対
意
見
）

西
　
議
員（
反
対
意
見
）
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た
意
思
表
示
を
頂
き
た
い
が
、
我
が
町

は
長
期
的
、
総
体
的
な
財
政
分
析
を
行

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
具
体
的
に
把
握

で
き
る
よ
う
に
情
報
を
提
供
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
の
時
期
に
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
、
ど
う
情
報
提
供
を
行

う
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
　
事
業
凍
結
し
た
理
由
を
今
一
度
明

確
に
示
し
て
頂
き
た
い
。

②
　
再
開
す
る
と
し
た
場
合
、
再
開
ま

で
に
プ
ロ
セ
ス
は
町
長
自
身
ど
の
様
に

描
い
て
い
た
の
か
。

③
　
現
時
点
で
非
常
に
短
い
期
間
の

中
、
町
民
に
対
し
最
低
限
す
べ
き
事
は

何
だ
と
お
考
え
か
。

森
　

町

長

答
弁

長
期
的
な
視
野
に
た
っ
た
総
体
的
な
財

政
分
析
を
行
い
財
政
健
全
化
計
画（
案
）

の
年
度
内
策
定
を
目
標
に
取
り
組
み
た

い
。

①
　
下
水
道
処
理
施
設
の
処
理
方
法
が

安
定
し
て
行
わ
れ
る
か
の
確
認
と
、
簡

易
水
道
の
取
水
施
設
移
転
工
事
と
苫
前

中
学
校
の
改
築
工
事
が
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
財
政
負
担
を
考
慮
し
た
た
め

据
え
置
い
た
。

②
　
今
年
度
中
に
実
施
計
画
を
策
定

し
、
広
く
計
画
内
容
を
周
知
し
、
十
分

な
理
解
の
も
と
、
平
成
19
年
度
以
降
に

事
業
着
工
を
計
る
べ
く
検
討
を
し
て
き

た
。

③
　
一
般
し
尿
処
理
と
の
関
連
も
あ

り
、
早
急
に
町
民
に
対
し
検
討
内
容
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
、
併
せ
て

町
の
広
報
誌
・
回
覧
で
の
周
知
を
計
り

住
民
の
意
思
を
ふ
ま
え
進
め
て
い
く
事

と
し
て
い
る
。

策
定
に
向
け
て
国
の
状
況
等
を
伺
い

な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。
現
段
階

は
過
去
の
財
政
分
析
を
行
っ
て
い
て
予

算
編
成
後
に
10
年
間
の
収
支
推
計
の
見

直
し
を
行
い
支
出
削
減
や
歳
入
増
の
項

目
を
洗
い
出
し
実
施
可
能
な
項
目
を
整

理
の
上
収
支
推
計
を
基
に
健
全
化
計
画

（
案
）
を
策
定
す
る
事
に
な
る
。
た
だ
、

収
支
推
計
で
は
、
こ
こ
数
年
の
地
方
交

付
税
の
削
減
か
ら
多
額
の
赤
字
額
が
見

込
ま
れ
、
相
当
の
額
の
削
減
及
び
増
収

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

二
点
目
に
健
全
化
計
画
の
策
定
は
必

須
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
お
い
て
、
年
２
回
の
財
政
事

情
を
は
じ
め
、
予
算
編
成
方
針
や
町
長

査
定
の
内
容
結
果
な
ど
に
つ
い
て
、
ま

た
総
務
省
で
は
「
団
体
間
で
比
較
可
能

な
財
政
情
報
」の
公
表
を
行
っ
て
お
り
、

更
に
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
つ
い
て

も
町
独
自
で
の
公
表
に
向
け
て
準
備
し

て
い
る
。
例
え
ば
下
水
道
事
業
は
今
後

住
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
古
丹
別

地
区
の
事
業
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
上
で

苫
前
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
今

後
の
あ
り
方
）
と
し
て
、
町
村
合
併
、

広
域
連
携
、
単
独
の
選
択
肢
が
あ
る
と

考
え
る
。
広
域
連
携
は
、
効
率
的
な
行

政
運
営
に
有
効
で
、
市
町
村
合
併
と
並

行
し
て
検
討
す
る
事
に
よ
り
相
乗
効
果

を
も
期
待
で
き
る
。
広
域
連
携
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

一．

広
域
連
携
に
よ
る
火
葬
場
建
設
の

現
状
に
つ
い
て

二．

火
葬
場
以
外
に
関
す
る
広
域
連
携

の
取
り
組
み
は

た
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
三
町
村
で
構
成
す
る
留
萌
中
部
地
域

振
興
協
議
会
で
は
、
昨
年
12
月
に
留
萌

中
部
三
町
村
広
域
連
携
実
務
研
究
会
を

設
置
、
三
町
村
共
同
で
の
火
葬
場
を
前

提
に
事
務
担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
る
。

二
点
目
に
、
こ
れ
ま
で
も
一
部
事
務

組
合
（
留
萌
広
域
行
政
組
合
、
北
留
萌

消
防
組
合
、
羽
幌
町
外
二
町
村
衛
生
施

設
組
合
）
や
機
関
の
共
同
設
置
に
よ
る

事
務
の
共
同
処
理
な
ど
広
域
連
携
に
よ

る
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
っ
た
。
今
後
も
引
き
続
き

広
域
連
携
な
ど
広
域
行
政
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
点
目
の
「
広
域
連
携
に
よ
る
火
葬

場
建
設
の
現
状
に
つ
い
て
」
本
町
の
火

葬
場
は
、
昭
和
47
年
に
建
設
後
、
33
年

が
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
故
障
の
発
生
や
修
繕
費
用
の
増
加

な
ど
適
切
な
管
理
運
営
に
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
が
あ
り
、
羽
幌
町(

34
年
経

過)

初
山
別
村(

27
年
経
過
）
に
つ
い
て

も
同
様
に
経
年
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
火
葬
場
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
三
町
村
に
共
通
し

苫
前
町
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

一
　
般
　
質

問

一
　
般
　
質

問

猫　島　議　員

①
　
財
政
健
全
化
に
向
け
た
策
定
方
針

や
プ
ラ
ン
な
ど
は
た
て
ら
れ
て
い
る
の

か
。
策
定
方
針
や
取
り
組
み
の
方
法
は

交
付
税
の
額
が
直
接
影
響
す
る
も
の
で

も
な
く
、
方
針
を
打
ち
出
せ
る
と
考
え

る
が
。

②
　
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
下
水
道
事

業
の
再
開
計
画
の
予
定
か
ら
健
全
化
計

画
は
必
須
と
考
え
る
。
は
っ
き
り
と
し

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
方
針
と

そ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て西　　議　員

下

水

道

事

業

再

開

（
古
丹
別
地
区)

に
つ
い
て

森
　

町

長

答
弁

北海道町村議会議長会より自治功労賞
この度、町議会活動を15年以上され、町議会並びに
地域に貢献されている議員6名の功績が認められ、北
海道町村議会議長より自治功労賞が授与されました。
受賞されたのは、写真左より、小阪伸一議員、間宮
英明議員、藤田憲二議員、年代芳則議員、柴田文夫議
員、林　秀行議員。

議会だよりNo,65③

森
　

町

長

答
弁

決
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

委
員
長
　
林
　
　
秀
行

副
委
員
長
　
小
阪
　
伸
一

開
催
日
　
10
月
24
・
25
日
予
定
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

所
管
事
務
調
査
の
た
め
町
内
視
察
を

行
っ
た
。

①
苫
前
小
学
校

「
心
豊
か
な
学
び
の
中
で
地
域
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
、
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

で
き
る
子
供
の
育
成
を
目
指
し
て
」
と

の
経
営
重
点
目
標
の
も
と
、
し
っ
か
り

と
苫
前
小
学
校
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ

綿
密
な
方
針
の
中
で
学
校
経
営
が
行
わ

れ
て
い
た
。

②
苫
前
中
学
校

新
校
舎
に
馴
染
み
、
地
域
と
の
連
携

が
図
ら
れ
て
総
合
的
な
学
習
へ
の
取
り

組
み
や
、
生
徒
た
ち
が
社
会
の
一
員
と

な
る
べ
く
実
践
が
な
さ
れ
地
域
に
と
っ

て
も
頼
も
し
い
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る

の
に
感
銘
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

③
古
丹
別
中
学
校

文
武
と
も
活
躍
す
る
生
徒
が
多
く
、

特
色
の
あ
る
学
校
教
育
が
な
さ
れ
て
い

た
。
地
域
と
の
連
携
も
深
く
、
自
ら
が

学
び
、
自
ら
が
考
え
ら
れ
る
教
育
展
開

に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

④
古
丹
別
小
学
校

自
ら
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
教
育
方
針
の
も
と
、
地
域

防
犯
活
動
に
も
精
力
的
に
活
動
を
展
開

し
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
連
携
も
図

ら
れ
、
児
童
の
安
全
を
守
る
活
動
に
敬

意
を
表
し
た
い
。

⑤
自
転
車
ツ
ー
リ
ン
グ

函
館
か
ら
羽
幌
ま
で
の
約
５
６
０
キ

ロ
を
集
団
生
活
の
中
様
々
な
体
験
と
忍

耐
力
・
協
調
性
・
責
任
感
・
達
成
感
・

向
上
心
を
養
う
た
め
の
事
業
で
、
参
加

し
た
子
供
た
ち
の
た
く
ま
し
く
成
長
し

た
姿
に
事
業
の
意
義
を
感
じ
た
。

⑥
旧
児
童
会
館

老
朽
化
が
著
し
い
中
に
あ
っ
て
、
建

物
や
内
部
の
現
状
を
視
察
し
、
今
後
の

対
応
策
を
協
議
す
べ
く
説
明
を
頂
い

た
。
ま
た
、
現
在
も
い
つ
か
の
団
体
利

用
や
流
雪
溝
の
監
視
施
設
が
あ
る
た
め

し
っ
か
り
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

⑦
ふ
わ
っ
と
「
道
の
駅
」

「
道
の
駅
」
の
供
用
開
始
に
伴
う
予

算
説
明
や
実
際
の
現
場
の
検
証
を
行
っ

た
。
看
板
の
設
置
や
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
な
ど
今
後
の
課
題
や
対
応
策
の

協
議
が
な
さ
れ
た
。

工
す
る
。
事
業
費
は
、
２
億
８
０
０
０

万
円
、
総
事
業
費
は
、
25
億
円
を
予
定

し
て
い
る
。

⑤
九
重
九
号
線
改
良
舗
装
工
事

九
重
恵
嶺
寺
に
通
ず
る
町
道
の
一
部

１
６
０
ｍ
を
路
盤
改
良
と
舗
装
工
事
を

施
工
し
た
。
延
長
１
６
０
ｍ
路
盤
改
良

及
び
舗
装
工
事
で
あ
る
。
工
事
費
２
２

７
万
円
で
苫
前
建
設
工
業
㈱
が
施
工
、

６
月
末
完
了
し
た
。

⑥
三
毛
別
川
河
川
改
修
工
事

平
成
４
年
度
よ
り
着
手
し
た
こ
の
河

川
改
修
工
事
は
、
10
年
目
を
迎
え
来
年

度
完
了
の
予
定
で
あ
る
。
本
年
度
は
、

九
重
頭
首
工
付
近
で
掘
削
３
９
４
ｍ
護

岸
工
４
４
１
ｍ
、
工
事
費
５
億
円
だ
が

頭
首
工
の
取
水
堰
１
基
も
含
ま
れ
て
い

る
。

⑦
旭
東
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備

工
事旭

四
線
沢
の
合
田
宅
に
通
ず
る
町
道

３
０
０
ｍ
を
改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

路
盤
を
改
良
し
舗
装
を
施
工
、
ま
た
側

溝
を
設
け
四
線
沢
川
に
架
か
る
橋
梁
の

上
部
を
拡
幅
改
修
も
含
ま
れ
て
い
る
。

事
業
費
は
約
２
８
０
０
万
円
、
９
月
末

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視
察

を
行
っ
た
。

①
苫
前
町
葬
斎
場
の
現
状

現
在
二
台
あ
る
霊
台
車
の
う
ち
、
一

号
の
霊
台
車
が
老
朽
化
著
し
く
今
後
の

使
用
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
炉

の
中
を
監
視
す
る
覗
き
窓
一，

二
号
が

破
損
し
、
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
秋
ま
で
に
修
繕
す
る
必

要
あ
り
。
霊
台
車
約
１
１
０
万
円
、
覗

き
窓
22
万
円
を
要
す
る
。

②
上
平
海
岸
線
改
良
舗
装
工
事

下
水
道
終
末
処
理
場
の
前
を
通
る
町

道
（
４
０
１
号
）
は
、
路
線
測
量
を
実

施
し
、
路
盤
改
修
、
舗
装
工
事
を
施
工

中
で
あ
る
。
延
長
２
６
０
ｍ
、
路
盤
改

修
舗
装
１
２
０
０
㎡
、
側
溝
２
９
９
ｍ

で
11
月
末
完
了
予
定
。
測
量
費
１
６
３

万
円
で
㈱
測
図
社
、
工
事
費
１
７
６
４

万
円
、
施
工
業
者
は
、
萌
州
建
設
㈱
苫

前
支
店

③
上
平
力
昼
線
局
部
改
良
工
事

国
道
よ
り
力
昼
天
谷
の
沢
に
入
る
道

路
の
擁
壁
が
決
壊
し
、
路
盤
が
陥
没
寸

前
で
あ
る
。
危
険
防
止
の
た
め
防
護
柵

を
設
け
て
い
る
も
、
こ
の
改
良
工
事
は

緊
急
を
要
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
19

年
補
助
事
業
に
て
改
良
を
予
定
し
て
い

る
。

④
古
丹
別
川
河
川
改
修
工
事

平
成
14
年
度
よ
り
着
手
し
た
同
河
川

改
修
工
事
は
、５
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

総
延
長
16
km
、
完
了
は
平
成
25
年
を
予

定
で
あ
る
が
、
本
年
は
岩
見
地
区
の
３

７
０
０
ｍ
及
び
東
川
地
区
の
１
７
０
０

ｍ
を
掘
削
し
、
築
堤
及
び
護
岸
工
を
施

旧児童会館

の
発
注
で
あ
る
。

こ
の
工
事
に
よ
り
道
路
頂
上
付
近
よ

り
流
出
す
る
道
路
砂
利
に
よ
り
農
地
に

被
害
を
与
え
る
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

⑧
旭
香
川
線
防
雪
柵
設
置
工
事

平
成
16
年
度
よ
り
19
年
度
ま
で
の
継

続
工
事
で
、
柵
の
設
置
延
長
は
１
２
８

０
ｍ
。
本
年
は
二
工
区
に
分
け
て
発
注

の
予
定
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、
延
長
２

５
２
ｍ
工
事
費
約
１
９
５
０
万
円
で
渡

部
工
業
㈱
が
施
工
中
、
そ
の
二
は
１
８

８
ｍ
を
９
月
末
発
注
予
定
で
あ
る
。
ち

な
み
に
総
事
業
費
は
、
１
億
１
０
０
０

万
円
程
と
な
る
。

⑨
旧
旭
ゴ
ミ
捨
場
の
整
備
状
況

昭
和
52
年
よ
り
開
始
し
た
こ
の
ゴ
ミ

処
理
場
は
、
羽
幌
町
外
二
町
村
の
衛
生

施
設
組
合
の
設
立
、
供
用
開
始
に
よ
り

27
年
間
町
民
が
利
用
し
た
同
ゴ
ミ
捨
場

は
平
成
15
年
10
月
閉
鎖
し
た
。
そ
の
後

こ
の
施
設
よ
り
湧
出
さ
れ
る
水
質
検
査

を
２
年
間
行
い
、
何
れ
も
基
準
値
内
の

数
値
で
覆
土
工
事
を
開
始
、
２
年
間
で

整
備
が
完
了
し
た
。
し
か
し
、
完
了
後

本
年
５
月
の
降
雨
に
よ
る
影
響
で
、
隣

接
地
に
設
置
し
た
堤
体
付
近
が
決
壊
、

土
砂
の
一
部
が
流
出
し
更
に
整
備
の
必

要
が
生
じ
た
。
来
年
度
整
備
し
地
権
者

に
返
還
す
る
こ
と
で
協
議
、
了
承
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑩
栄
浜
小
規
模
治
山
工
事

平
成
15
年
度
よ
り
着
工
の
こ
の
工
事

は
、
本
年
を
も
っ
て
完
了
す
る
。
全
体

は
防
護
柵
６
７
８
ｍ
、
法
枠
工
４
９
０

０
㎡
、
植
栽
６
８
０
本
、
事
業
費
約
９

８
６
０
万
円

本
年
は
完
了
年
で
、
防
護
柵
１
６
２

ｍ
、
法
枠
工
１
７
６
０
㎡
、
植
栽
１
７

０
本
、
工
事
費
約
２
８
１
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
９
月
末
発
注
予
定
。

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成18年
９月４日
開　催

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成18年
９月６日
開　催

古丹別川改修工事について町担当者より
説明を受ける産業厚生常任委員

議会だよりNo,65④
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九
月
三
十
日
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
勇
退
さ

れ
た
廣
瀬
功
直
教
育
長
の
後
任
人
事
に
つ
い
て
、

九
月
十
五
日
開
催
の
第
三
回
町
議
会
定
例
会
に
て
、

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
竹
内
勝
氏
が
全
会
一
致
で
同

意
が
な
さ
れ
、
十
月
一
日
付
け
に
て
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

新
教
育
長
に
竹
内
勝
氏
を
選
任

十
月
一
日
に
就
任

氏　　名

生年月日

趣　　味

好きな食べ物

好きな言葉

就任にあたり一言

八
月
三
十
一
日
付
け
で
、
古
丹
別
保
育
所
（
松

岡
満
雄
理
事
長
）
に
二
十
八
年
間
勤
務
さ
れ
た
、

菊
池
典
子
所
長
の
退
職
に
と
も
な
い
後
任
に
川
森

の
り
子
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

川
森
の
り
子
先
生
が

所
長
に
就
任

氏　　名
生年月日
趣　　味
好きな食べ物
好きな言葉
就任にあたり一言

新
教
育
長
に
竹
内
勝
氏
を
選
任

十
月
一
日
に
就
任

川
森
の
り
子
先
生
が

所
長
に
就
任
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わがまち再発見!! こんな景観あったの!! 風車群を歩いて一周!! 

風車ウォーキング
9月18日、上平共同利用模範牧場内にある上平ウィンドファームを舞台に「風
車ウォーキング事業」が開催された。集合場所のとままえ温泉ふわっとから会
場の風車の丘公園まではバスで移動し、準備運動後に体調確認を行いスタート
した。参加者は幼児から大人まで約50名。参加者は、自分のペースでゆっくり
と1周約5㌔コースを歩いた。参加者は「苫前にもこんなに景色がいいところが

あったんだ」「車で国道側からしか見たことがな
かったので、こんなにステキな景色があるとは
思わなかった」などの感想をもらしながら、風
車群の東側の天塩山脈につらなる景色に感動し、
足を止めていた。
また、この事業の企画立案者とも言えるヤル
ンジャー会員の白府義雄さん（字上平）は、毎
朝このコースを自分の庭のように歩いており、
この辺の景観スポットにも詳しく、参加者は白
府さんの景観説明を聞きながら、いい汗を流し、
楽しく風車コースをウォーキング。故郷の魅力
を再発見した。

風車ウォーキング

家族で風車ウォーキング

町老人クラブ丹羽会長と齋藤能正さん

手前左側が白府さん
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苫
前
町
文
芸
を
語
る
会 

　 　
　
　
　
（
短
　
歌
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
丹
別
　
大
矢
根
亮
子 

秋
深
く
天
使
の
や
う
に
汚
れ
な
き
白
薔
薇
咲
く
は
あ
と
幾
日
ぞ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
浜
　
横
内
　
弘
子 

子
の
部
屋
の
窓
よ
り
拾
ひ
し
幾
つ
か
の
秋
の
気
配
の
夕
暮
れ
の
彩 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
島
　
水
谷
　
露
子 

昼
顔
が
密
か
に
咲
け
り
姉
の
忌
の
う
す
紅
彩
の
幸
薄
き
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
丹
別
　
木
幡
と
く
子 

こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
き
や
ま
ぬ
夜
の
夢
路
に
は
亡
母
と
残
し
た
想
ひ
出
が
あ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

  

　
　
　
　
（
俳
　
句
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

風
に
向
く
　
中
州
の
鴎
　
　
秋
の
雨
　
　
　
　
　
古
丹
別
　
桑
　
　
　
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

秋
風
に
　
ゆ
れ
る
夕
陽
の
　
沈
む
と
き
　
　
　
　
古
丹
別
　
林
　
千
代
美 

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
大
矢
根
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
　
　
川
　
　
　
柳 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

想
い
出
を
　
た
ぐ
り
つ
つ
行
く
　
里
の
道
　
　
　
古
丹
別
　
運
上
　
　
雄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

塩
な
め
て
　
八
起
き
に
か
け
る
　
男
意
気
　
　
　
苫
　
前
　
宮
本
　
貞
博 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

千
鳥
足
　
我
が
家
近
づ
き
　
取
る
歩
調
　
　
　
　
苫
　
前
　
斎
数
　
範
章 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

息
抜
き
は
　
孫
の
笑
顔
と
　
酒
の
味
　
　
　
　
　
苫
　
前
　
関
　
　
　
武 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

菜
園
に
　
老
い
の
楽
し
さ
　
光
る
汗
　
　
　
　
　
苫
　
前
　
鎌
田
　
信
夫 

　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
鎌
田
） 

元
気
に
長
生
き
し
て
下
さ
い

敬
　
老
　
会

九
月
十
八
日
の
「
敬
老
の
日
」
に

先
立
っ
て
、
九
月
一
日
町
公
民
館
で

七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象

に
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
た
。

八
月
末
現
在
で
七
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
七
百
六
人
で
、
こ
の
う

ち
の
百
八
十
一
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
の
森
町
長
は
「
当
町
は
、

管
内
で
も
増
毛
町
の
次
に
高
齢
者
比

率
が
高
い
が
、
皆
様
が
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
楽
し
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
元
気
で
長
生
き

し
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
に
、

星
野
恭
司
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
伊
藤
修
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会

長
が
寄
付
金
と
祝
辞
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

丹
羽
正
己
会
長
が
「
毎
年
、
お
い
し

い
料
理
や
楽
し
い
催
し
物
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
堀
治
町
内

会
長
が
乾
杯
を
行
い
、
楽
し
い
会
が

始
ま
っ
た
。

最
初
に
、
古
丹
別
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
が
、
か
わ
い
い
衣
装
で
お
遊

戯
を
披
露
し
、
最
後
に
園
児
全
員
で

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
下

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
は
、
涙
な
が
ら
に
拍
手
を
送

っ
た
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
や
婦
人
会

の
踊
り
、桃
太
郎
の
舞
踊
劇
が
あ
り
、

会
場
は
笑
い
と
拍
手
で
熱
気
を
増

し
、
お
年
寄
り
は
、
元
気
の
源
を
た

く
さ
ん
吸
収
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

長
寿
番
付
け
に
目
を
通
す
参
加
者

ス
ナ
ッ
ク
小
唄

舞
踊
劇
の
桃
太
郎

一
円
玉
の
旅
ガ
ラ
ス

バ
ラ
の
フ
ラ
メ
ン
コ
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九
月
十
三
日
、
特
定
計
量
器
定
期
検
査
が
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
。
計
量
法
で
は
、
特
定
計
量
器
定
期
検
査
の
公
示
の
あ
っ

た
と
き
、
そ
の
市
町
村
の
長
は
、
区
域
内
の
対
象
と
な
る
は
か
り
の

数
を
調
査
し
、
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
い
ま
す
。
は
か
り
や
分

銅
、
お
も
り
を
、
取
引
や
証

明
に
使
用
す
る
者
は
、
そ
の

は
か
り
等
を
、
二
年
に
一
度

の
周
期
で
知
事
が
行
う
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査

を
「
特
定
計
量
器
定
期
検
査
」

と
言
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
商
工
観
光
係

六
四
〜
二
二
一
二

実施期間 10月15日（日）～10月31日（火）
統一標語『消さないであなたの心の注意の火』
暖房機器の使用が増えてくる時季になりましたので、火気
の取扱には十分注意してください。また、この時季は台風
などの自然災害も多く発生しておりますので、気象情報に
は十分注意してください。

火災予防運動に伴い住宅の立入検査
を行いますので、ご協力下お願いし
ます。また、消火器や住宅用火災警
報器の悪質な訪問販売が多発してお
りますので、十分注意して下さい。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

秋の全道火災予防運動秋の全道火災予防運動

計量器の定期検査

福祉センターで行われた検査の様子

九
月
三
日
お
口
と
歯
の
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
社
団
法
人
留
萌
歯
科
医
師
会
（
風

間
泰
昌
会
長
）
が
主
催
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
町
で
開
催

さ
れ
た
の
は
初
め
て
。
自
分
の
口
の
中
に
つ
い
て
も
っ
と
関
心
を
持

ち
、
歯
や
歯
ぐ
き
な
ど
の
健
康
維
持
、
増
進
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
が
ね
ら
い
。

当
日
は
、
当
町
の
伊
藤
医
師
ほ
か
、
歯
科
医
師
十
四
人
と
歯
科
衛

生
士
、
保
健
師
が
来
場
者
に
歯
の
無
料
検
診
を
行
っ
た
。
ま
た
、
八

十
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
る
方
に
、
８
０
２
０
運
動

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

風
間
会
長
か
ら
、
伊
藤
義
則
さ
ん

（
八
一
歳
）
大
場
愛
子
さ
ん
（
八
二
歳
）

ら
が
受
賞
し
た
。

大
場
さ
ん
は
、「
食
べ
た
ら
す
ぐ
磨
く
、

外
出
後
は
必
ず
う
が
い
を
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
お
り
ま
す
」
と
、
歯
磨
き
と

う
が
い
は
健
康
を
保
つ
秘
訣
で
あ
る
と

話
し
て
く
れ
た
。

お口と歯の健康キャンペーン

表彰される伊藤さん

九
月
十
二
日
、
日
本
水
難
救
済
会
苫
前
救
難
所
（
小
野
善
一
所
長
）
の
夏

季
救
難
訓
練
が
苫
前
新
港
で
行
わ
れ
た
。
救
難
所
員
ら
二
十
三
名
は
、
人
員

報
告
の
あ
と
小
野
所
長
か
ら
「
毎
年
実
施

し
て
い
る
訓
練
で
あ
る
が
、
安
全
第
一
に

徹
し
て
、
海
難
事
故
防
止
に
努
め
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
森
町
長
、
五
十
嵐
耕
留
萌
海

上
保
安
部
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

こ
の
後
、
港
内
で
火
災
を
起
こ
し
た
遭

難
船
が
い
る
と
の
想
定
で
救
命
索
銃
（
も

や
い
銃
）
を
目
標
船
に
発
射
し
た
。
そ
の

後
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
救
難
所
員
が
被
災
者

を
救
助
し
、
別
の
支
援
船
か
ら
放
水
消
火

活
動
を
行
う
一
連
の
訓
練
を
行
っ
た
。

海
難
事
故
ゼ
ロ
に
向
け
夏
季
訓
練

救命索銃（もやい銃）

九
月
十
一
日
、
苫
中
（
松
本
美
樹
雄
校
長
）
二
年
生
十
五
名
が
、
苫
前
支

署
の
宇
佐
美
警
防
係
長
、
天
谷
予
防
警
防
係
、
古
丹
別
支
署
の
草
薙
救
急
係

長
三
名
を
講
師
に
招
き
、
応
急
手
当
の
重
要
性
、
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
）、
止
血
法
な
ど
の
応
急
手
当
普
通

救
命
講
習
を
学
習
し
た
。
こ
れ
は
、
救
命

に
必
要
な
応
急
手
当
の
方
法
と
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
も
し
も
の
事
故

に
備
え
て
、
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に

と
毎
年
二
学
年
が
三
時
間
の
講
習
を
受
け

て
い
る
。
受
講
生
に
は
後
日
、
修
了
証
が

送
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
支
署
で
は
、
九
月

九
日
の
「
救
急
の
日
」
に
、
同
様
の
内
容

で
一
般
成
人
を
対
象
に
古
丹
別
支
所
二
階

で
も
講
習
会
を
開
催
し
十
四
名
が
受
講
し

た
。

町
内
各
所
で
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

講習の様子（苫中2年生）
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９月１６日、第１回ふれあいスポーツ大会（第３３回苫前
町高齢者スポーツ大会が）が町社会福祉協議会（濱本哲也会
長）主催のもと、苫前中学校体育館で行われた。
参加者資格は、６５歳以上であれば、どなたでも参加でき
る。当日は秋晴れの中、町内から約１６０名が参加した。平
気年齢は７６歳。
赤・白・黄色・緑のチームに分かれて、糸巻きリレーやパ
ン食い競争、おてなみはいけんボーリングなど、全１６種目
の競技を行った。平均年齢７６歳とは思えないほどハツラツ
と元気あふれる動きを見せ、明後日に迎える敬老の日を吹き
飛ばすようであった。
また、運営をサポートする町日赤奉仕団員や苫前鱗萃会の
メンバーは、お年寄りのサポートや得点の記入、ゴール順位
の確認など、この大会を支える、なくてはならない存在とな
っている。

ボウリングに挑戦！何本倒れたかな？

森町長とジャンケン（ _̂̂ ）あいこでグー

九
月
四
日
、
町
議
会
総
務
文
教
常

任
委
会
（
間
宮
英
明
委
員
長
）
の
町

内
視
察
に
お
い
て
、
議
員
と
町
担
当

職
員
が
古
丹
別
小
学
校
で
学
校
給
食

を
体
験
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
に
地
域
参
加
日

を
開
催
し
て
お
り
、
児
童
は
振
り
替

え
休
日
の
た
め
、
児
童
と
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ご

は
ん
、
よ
し
の
汁
、
ホ
ッ
ケ
フ
ラ
イ

（
ソ
ー
ス
付
）、
切
干
大
根
炒
煮
、
牛

乳
の
メ
ニ
ュ
ー
。
間
宮
委
員
長
は

「
給
食
を
食
べ
た
の
は
二
回
目
だ
が
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、

大
変
お
い
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
た
。

試食する議員と役場担当職員

あっ! ビックリ!! 速い!!!
９月１５日、自転車のロードレース「ツー
ル・ド・北海道」の第二ステージが苫前町を通
過した。今回は第20回の記念大会でもあり、海

外６チーム、
国内実業団
８チーム、
国内大学６
チームの２
０チームが
参加して行
われた。第

二ステージは、士別市役所をスタートし、剣淵
町→幌加内町→苫前町→小平町→沼田町→深川
市→秩父別町を通過し深川市の総合運動公園に
ゴールした。町内では国道239号霧立峠を降り
てきた選手たちが古丹別市街地に入り沿道の観
衆から声援を受ける間もなくあっという間に通
過した。

議
会
議
員
が

学
校
給
食
体
験

苫前町ふれあいスポーツ大会

第１回

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
苫
小

九
月
三
日
、
苫
小
（
中
井
清
校
長
・
児
童
九
十
四
名
）
で
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
苫
小
」
が
行
わ
れ
、
三
年
生
以
上
の
児
童
が
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
輪
投
げ

や
紙
の
釣
り
堀
、
紙
芝
居
な
ど
を
作
成
し
、
家
族
ら
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ
。
三

年
生
は
、紙
芝
居
と
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
、

四
年
生
は
、
上
か
ら
落
と
す
紙
を
箸
で

つ
か
む
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
、
五
年
生
は

紙
で
つ
く
っ
た
苫
前
の
特
産
ヒ
ラ
メ
を

釣
っ
て
町
の
歴
史
、
産
業
の
ク
イ
ズ
に

答
え
た
り
す
る
ゲ
ー
ム
。
六
年
生
は
射

的
、
輪
投
げ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
昔
の

遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
紙
飛
行

機
づ
く
り
や
竹
と
ん
ぼ
の
遊
び
方
な
ど

を
教
え
た
り
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

釣り堀に挑戦する児童
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ホ
ク
レ
ン
牛
乳
・
乳
製
品

消
費
拡
大
事
業

九
月
七
日
、
町
消
費
者
協
会

（
林
千
代
美
会
長
）
が
牛
乳
・
乳

製
品
の
知
識
を
講
習
会
等
の
事

業
を
通
じ
て
普
及
し
、
地
産
地

消
と
し
て
の
消
費
拡
大
と
健
全

な
食
生
活
へ
の
改
善
や
健
康
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
乳
製
品
の
料
理
講
習

会
を
町
公
民
館
で
開
催
し
た
。

参
加
者
の
三
十
六
名
は
、
最

初
に
講
師
の
鍵
山
美
佳
町
栄
養

士
か
ら
当
日
つ
く
る
五
品
目
の

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
て
、
さ
っ
そ
く
料
理
づ
く

り
を
は
じ
め
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
豚
肉
と
こ
ん

に
ゃ
く
の
梅
味
噌
煮
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
と
ト
マ
ト
の
冷
た
い
ス
ー

プ
、
ひ
じ
き
ご
は
ん
、
な
す
の

利
久
煮
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー

で
、
す
べ
て
乳
製
品
を
活
用
し

た
も
の
が
で
き
た
。

参
加
者
は
、
普
段
の
食
生
活

か
ら
乳
製
品
を
活
用
す
る
方
法

な
ど
話
し
合
い
な
が
ら
、
完
成

品
を
試
食
し
た
。

九
月
十
六
日
、
青
空
が

ひ
ろ
が
る
秋
晴
れ
の
中
、

町
公
民
館
主
催
の
カ
ン
ガ

ル
ー
ス
ク
ー
ル
に
三
十
五

名
の
親
子
が
参
加
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
、
公

民
館
か
ら
芋
掘
り
体
験
畑

の
あ
る
池
田
功
さ
ん
（
字

古
丹
別
）
宅
ま
で
仲
良
く

歩
き
、
到
着
後
に
講
師
の

池
田
さ
ん
か
ら
、
芋
掘
り

の
方
法
な
ど
を
学
び
、
さ

っ
そ
く
芋
掘
り
を
始
め
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
は

し
ゃ
ぎ
で
芋
を
掘
り
出
し

た
が
、
最
初
は
ミ
ミ
ズ
や

こ
お
ろ
ぎ
な
ど
の
虫
に
夢

中
に
な
る
な
ど
、
土
遊
び

を
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
お

母
さ
ん
方
も
初
め
て
芋
掘

り
に
挑
戦
す
る
方
も
多
く
、

子
ど
も
た
ち
よ
り
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
っ
た
。

収
穫
後
は
公
民
館
に
も
ど
り

さ
っ
そ
く
焼
き
芋
づ
く
り
に
挑

戦
。
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
お

芋
を
親
子
で
お
い
し
く
い
た
だ

い
た
。

ま
た
、
講
師
の
池
田
さ
ん
は
、

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
体
験
な
ど
の
講
師
を
務

め
て
お
り
、
今
で
は
、
こ
の
事

業
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

九
月
七
日
、
社
団
法
人
北
海

道
栽
培
漁
業
振
興
公
社
、
北
る

も
い
漁
業
協
同
組
合
、
留
萌
開

発
建
設
部
、
留
萌
支
庁
北
部
地

区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
、
苫

前
町
、
苫
前
小
学
校
が
共
催
し

て
、
ヒ
ラ
メ
人
工
種
苗
放
流
式

が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
町
学
社
融
合
事
業

の
一
環
で
も
あ
り
、
苫
小
五
年

生
十
六
名
（
中
井
清
校
長
）
が
、

七
月
に
道
栽
培
漁
業
振
興
公
社

羽
幌
事
業
所
（
表
谷
光
剛
所
長
）

で
、
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
の
様
子
や

成
育
過
程
な
ど
を
学
習
し
、
今

回
は
そ
れ
を
受
け
て
の
放
流
式

と
な
っ
た
。
苫
前
漁
港
北
側
ダ

ブ
ル
デ
ッ
キ
の
斜
路
に
整
列
し

た
児
童
は
表
谷
所
長
か
ら
放
流

方
法
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

児
童
一
人
ひ
と
り
が
七
十
ミ
リ

か
ら
百
ミ
リ
程
度
に
育
っ
た
稚

魚
が
入
っ
た
容
器
を
手
に
持
ち
、

ゆ
っ
く
り
と
海
面
に
放
流
し
た
。

児
童
ら
は
「
大
き
く
な
っ
て

元
気
に
苫
前
の
海
に
も
ど
っ
て

来
て
ね
」
と
願
い
を
込
め
た
。

終
了
後
は
、
漁
業
関
係
者
ら
約

二
十
名
が
手
渡
し
の
流
れ
作
業

で
、
次
々
と
放
流
を
行
っ
た
。

九
月
三
日
、
古
小
（
中
山
康

彦
校
長
・
児
童
百
三
名
）
で
地

域
参
加
日
が
開
催
さ
れ
た
。
一

年
生
は
「
収
穫
祭
を
し
よ
う
」

二
年
生
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
は
が

き
づ
く
り
」
三
年
生
は
「
理
科

ふ
し
ぎ
実
験
教
室
」
四
年
生

「
陶
芸
教
室
」
五
年
生
「
楽
し
い

工
作
」
六
年
生
「
絵
手
紙
づ
く

り
」
を
お
こ
な
っ
た
。
四
年
と

六
年
は
、
学
社
融
合
事
業
で
、

陶
芸
サ
ー
ク
ル
と
絵
手
紙
サ
ー

ク
ル
の
会
員
が
講
師
と
な
っ
た
。

親
子
が
共
同
で
作
業
す
る
内
容

が
多
く
、
父
母
ら
は
、
子
ど
も

た
ち
よ
り
真
剣
に
授
業
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

乳製品のおかずづくりに挑戦する皆さん

願いを込め、静かに放流する児童

さ
つ
ま
イ
モ
掘
り
に
挑
戦

カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね

ヒ
ラ
メ
の
放
流
式
を
行
う

楽しく芋掘りする
子どもと講師の
池田さん（左上）

古
丹
別
小
学
校
で

地
域
参
観
日
開
催
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

宝くじ文化公演 緒形拳ひとり舞台「白
しら

野
の

」

町民文化祭

日　時　11月5日（日） 開場18:30 開演19:00
会　場　苫前町公民館講堂
入場料　大人2,500円（当日3,000円）

中学生以下1,000円（当日1,500円）
主　催　苫前町、苫前町教育委員会、

(財)自治総合センター
協　力　北海道演劇財団
後　援　北海道新聞社、北海道文化放送(株)

とままえ舞台鑑賞友の会

現代の名優、緒形拳が、師・島田正吾の代表作「白野弁十郎」を受け継ぎ熱演します。
全国公演の千秋楽がここ苫前の地となります。記念すべき公演にお越しください。

今年も苫前町公民館を会場に様々な催しが行なわれます。
みなさまお誘いあわせのうえお越しください。

◎宝くじの助成により通常料金の約半額と
なっております。
◎前売りで完売した場合は、当日券はござ
いません。
◎未就学児童のご入場はご遠慮ください。

好評前売中好評前売中

苫　前／苫前福祉センター　とままえ温泉ふわっと　セイコーマート苫前　(有)柴田商店
古丹別／苫前町公民館　セイコーマート古丹別　まさだ亭　花井商店　くすりの新光堂
力　昼／年代商店　
羽幌町／羽幌町立中央公民館　(株)旭屋書店　マツヤデンキ羽幌店　豊島理容院
その他／各市町村教育委員会（中央公民館・文化センター）

展示部門　10月27日（金）～29日（日）9:00～21:00
町民文化祭展示部門　　子ども向け優良映画上映会
文化サークル体験コーナー　　人形劇の公演　など

舞台部門　11月11日（土）開演18:30（変更の場合あり）
団体やサークル、グループの舞台発表

日時　苫前町公民館　　　　　10月16日（月）～10月23日（月）
とままえ温泉ふわっと　10月25日（水）～10月29日（日）

【チケット取扱い】

残りわずかです
お早めにどうぞ！

全国高等学校野球選手権大会報道写真展（駒大苫小牧）

日時　苫前町公民館　　　　　10月18日（水）～10月24日（火）
とままえ温泉ふわっと　10月26日（木）～10月31日（火）

留萌地方巡回陶芸展



Dr.小野の処方せん 
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す
。 

『
風
邪
を
予
防
し
元
気
に
過
ご
そ
う
』 

健　　康 
ばんざい 

☆
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
他
の
栄
養
素
の
働
き
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
機
能
を
を
も
つ
の
で
、
他
の

食
品
と
一
緒
に
摂
取
す
る
と
よ
り
効

果
的
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
果
物
以

外
に
も
、
イ
モ
類
、
大
根
、
白
菜
な

ど
野
菜
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の

で
積
極
的

に
摂
取
し

ま
し
ょ
う
。

☆
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り

肉
類
や
魚
、
卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く

質
も
栄
養
を
保
つ
た
め
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
動
物
性
だ
け
で
は

な
く
、
豆
腐
や
大
豆
製
品
な
ど
の
植

物
性
た
ん
ぱ
く
質
と
組
み
合
わ
せ
て

摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

・
風
邪
の
ひ
き
始
め
に
は
・
・
・

☆
栄
養
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

風
邪
の
ひ
き
始
め
に
は
栄
養
補
給

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
使
い
ビ
タ
ミ
ン
摂
取
を
し
ま
し
ょ

う
。
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
に
す
れ
ば
溶

け
出
た
ビ
タ
ミ
ン
も
摂
取
で
き
、
残

り
野
菜
を
利
用
す
れ
ば
冷
蔵
庫
の
整

理
に
も
な
り
ま
す
。

夏
が
終
わ
り
秋
に
な
り
、
冬
は
も

う
す
ぐ
そ
ば
ま
で
き
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
季
節
の
変
わ
り
目
に
ひ
き
や
す

い
の
が
風
邪
で
す
。「
風
邪
は
万
病
の

元
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た

か
が
風
邪
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
引
き
金
と
な
り
大
き
な
病
気
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
風
邪
予
防
に
は

十
分
な
栄
養
摂
取
を

風
邪
菌
を
予
防
す
る
た
め
に
は
体

に
栄
養
を
蓄
え
風
邪
菌
を
寄
せ
付
け

な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
で
糖
質
、

た
ん
ぱ
く
質
、
野
菜
を
し
っ
か
り
と

摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
風
邪
予
防
に
効
く
栄
養
素

☆
カ
ロ
テ
ン

カ
ロ
テ
ン
は
体
内
で
必
要
に
応
じ

て
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
り
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
は
、
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を

丈
夫
に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ニ

ン
ジ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
と
い
っ
た
緑
黄

色
野
菜
に

多
く
含
ま

れ
ま
す
。

☆
水
分
補
給
を
十
分
に

の
ど
や
鼻
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に

も
水
分
は
十
分
に
摂
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
水
や
お
茶
の
他
に
、
大
根
お

ろ
し
や
豆
腐
な
ど
を
利
用
し
て
食
品

か
ら
の
水
分
補
給
も
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
大
根
に
は
、
消
化
を
助
け
る
効

果
も
あ
り
ま
す
。

・
喫
煙
！
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

タ
バ
コ
の
煙
や
お
酒
に
よ
っ
て
ノ

ド
の
粘
膜
が
痛
ん
で
い
る
と
、
風
邪

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

★
冬
が
来
る
！
そ
の
前
に
食
生
活
や

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
風
邪
と
寒

さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

皮膚は外部の刺激や衝撃から内部を保護する働きを持
ち、表皮、真皮、皮下組織に分けられます。表皮は最も
外側にある厚さ0.07㎜～0.2㎜の薄くて丈夫な層で内側
から角質細胞を作り出す基底層、有棘層、顆粒層そして
角質層から成っています。角質層は表皮を覆い、ケラチ
ンという蛋白質を主成分とする層で、下から新しい細胞
が出来てくるたびにアカとなって剥がれ落ちる事で一定
の厚みが保たれています。真皮は表皮の内側でエラスチ
ンとコラーゲンを主成分とし水分を保持して皮膚の弾力
を保つスポンジ構造になっています。皮下組織は最も内
側にあり、大部分皮下脂肪で出来ています。真菌とはカ
ビの医学用語で、皮膚におきる真菌症を皮膚真菌症とい
い、皮膚の角質層に寄生するカビが皮膚糸状菌（白癬菌）
です。白癬菌は、お風呂マット、じゅうたん、畳、寝具、
共用スリッパ、共同浴場、プール、スポーツジム、貸し
靴などさまざまな場所に潜んでいます。水虫とは足白癬
の事で、その他に爪白癬、頭部白癬（シラクモ）体部白
癬（ゼニタムシ）、手白癬、股部白癬（インキンタムシ）
があります。対策の第一は清潔、乾燥、通気性で、治療
は塗り薬と飲み薬があります。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

水虫とは

自分の身体レベル(体脂肪やBMIの測定)を知り、調理実習で
「美味しい薄味料理」を学ぶことができます。是非、この機会
に参加してみませんか？参加者には登録証を差し上げます。
日　時　平成18年11月24日（金）午前10時～午後3時
場　所　苫前町公民館
参加費　調理実習費500円　テキスト代50円
主　催　苫前町食生活改善協議会
＊問い合わせ：町民課けんこう係栄養士鍵山まで　電話0164（64）2215

ヘルスサポーター21ヘルスサポーター21

地
域
貢
献
事
業
で

景
観
ス
ッ
キ
リ

九
月
七
日
、
萌
州
建
設
株
式
会
社

（
本
社
留
萌
市
、
畑
中
修
平
社
長
）

と
佐
藤
工
務
店
（
本
社
留
萌
市
、
佐

藤
甚
吉
社
長
）
の
二
社
六
名
が
九
重

白
葉
会
（
早
川
利
一
会
長
）
会
員
と

九
重
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
の
周
辺
と
九
重
神
社
の
草
刈
り
や

雑
木
な
ど
の
除
去
に
汗
を
流
し
た
。

周
辺
は
見
違
え
る
よ
う
に
雑
草
や
雑

木
が
消
え
て
景
観
が
良
く
な
っ
た
。

早
川
会
長
は
「
地
域
貢
献
事
業
で
、

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
施
設
周
辺

が
き
れ
に
な
っ
た
」
と
お
礼
を
述
べ
、

感
謝
し
た
。

九重地区コミュニティーセンター草刈り作業
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

苫
前
町
国
保
で
は
、
平
成
十
八
年

度
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国

保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
促

進
し
、
健
康
の
保
持
・
疾
病
の
早
期

発
見
と
重
症
化
防
止
に
よ
る
医
療
費

の
抑
制
を
図
る
た
め
、
苫
前
町
国
保

加
入
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

際
に
支
払
う
受
診
料
の
一
部
助
成
を

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

内
容
な
ど
確
認
の
う
え
申
込
み
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
助
成
の
対
象

と
な
る
方
〉

人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
時
点
で

苫
前
町
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す

方
。

①
　
受
診
時
の
年
齢
が
満
四
○
歳
以

上
の
方

②
　
前
年
度
分
ま
で
の
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

〈
助
成
の
額
〉

一
件
に
つ
き
二
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

〈
助
成
の
方
法
〉

次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
料
を
助
成
し
ま
す

ドック実施機関

（病院など）

（内容審査）

苫前町国保

（内容審査）

①人間ドック受診料金助成申請（事前申請）

・役場町民課、または古丹別支所へ

②助成決定通知

⑤助成金支給申請

⑥助成金の支給

③人間ドック受診

④受診結果の通知

※不明な点などについては、町民課しあわせ係
（�６４－２２１５、内線２７１）までお問
い合せください。

助成対象者

（ドック受診者）

人間ドック受診料助成の流れ

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線273）まで

福祉用具は、日常生活をおくるうえで、大変重要な道
具であるとともに、利用の有無はもちろんのこと、使い
勝手や装着感等の違いによって、生活の質や満足度が様
変わりします。
「介護保険の福祉用具を利用したい」とお考えの方は、
まずケアマネージャーに相談してから、選ぶようにする
と良いでしょう。
代表的な福祉用具のチェックポイントについては、次
の事項があげられます。

●杖
ひじを曲げ、腕を地面と平行にしてから、30度
下げたところに、杖のグリップがくるくらいが
ちょうどよい高さです。
●ポータブルトイレ
ベッドからの移乗がしやすいものを選びます。
●車いす
きちんと座れているか、無理なく乗り降りでき
るかなどをよく見て選びます。

Ｑ　福祉用具を購入した時点で保険給付を受けるこ
とができますか？

Ａ　福祉用具を購入した場合の費用は、保険で給付
される分も含めていったん全額を自分で支払い
ます。
その後、必要な書類を添えて申請すると、保険
給付分（９割）が後から指定した金融機関の口
座に振り込まれる仕組みになっています。

介護保険で利用できるサービス（福祉用具購入）
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住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
今
年
一
年

間
に
納
付
（
見
込
を
含
む
）
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
等
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発

行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
一
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
社
会
保

険
庁
か
ら
毎
年
十
一
月
初
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。
証
明
書
に
は
、
本
年
一
月
か

ら
十
月
二
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
額
と
年
内
に
納
付
が
見
込

そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方

の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調
整

等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、
ご
家
族
分

の
証
明
書
も
申
告
す
る
方
の
申
告
書

に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
に
つ
い
て
は
、
後

日
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、
年
内

に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の
控
除
と

し
て
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
、
十
月
三
日
以
降
に

本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
二
月
初
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
又
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
を
添
付

等
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
又
は
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
又
は
配
偶
者
が
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

行政相談と人権心配ごと相
談所を下記にて開設します

巡回行政・人権心配事相談所

10 月16 日（月）
◇苫前地区町福祉センター
午前９時３０分から正午

◇古丹別地区町公民館　
午後１時３０分から

午後３時３０分

＊役所などに対する手続きがわからな
い、年金医療保険、登記事務などお
気軽に利用下さい。

・行政相談は、小田雅彦相談委員が応
対致します。
・人権問題や心配事は、大矢根正春、
竹橋隆至人権擁護委員が応対します。

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
！

免
除
等
の
申
請
期
間
が

十
月
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た

日　時：10月17日（火）午後7時から
会　場：苫前町福祉センター
内　容：演奏曲は、水戸黄門の主題歌、悲しい酒、

赤いくつ、森の熊さんなど
その他：初めての方大歓迎、体験コーナー有り
連絡先：粟森（65－3271）赤坂（64－2756）
主　催：苫前町大正琴同好会
後　援：琴生流北海道支部

「ねぇみんな、この金額に目を留めて！」

北 海道最低賃金
北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パ
ートタイマー、アルバイト等を含む）に適用される、北海道（地域別）最低賃金
が次のとおり改正されます。

赤い羽根共同募金にご協力いただ
きありがとうございます。
今年も地域の様々な福祉活動やボ
ランティア活動のためにご協力を
お願い致します。

www.akaihane-hokkaido.jp

北海道労働局　　労働基準監督署（支署）

最 低 賃 金 額　　時間額　644円
効力発生年月日　　平成18年10月1日

知ってますか？　建退共制度
この制度は、建設現場で働く方のため、「中小企業
退職金共済法」による退職金制度です。
事業主は、労働者の共済手帳に働いた日数に応じて
掛金となる共済証紙を貼り、労働者が建設業界で働く
ことをやめたときに、建退共から退職金を支払う業界
全体の退職金制度です。
加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛金：日額３１０円

国の制度なので、安全、確実、手続き簡単。
経営事項審査で加点の対象。
掛金は事業主負担ですが、法人は損金、個人は必要
経費として、税法上全額非課税。
退職金は、企業間を通算して計算。

お問合せ先＝勤労者退職金共済北海道支部
〒060-0004 札幌市中央区北４西３
TEL 011-261-6186・FAX 011-251-2305
http://www.kentaikyo.taisyokukinn.go.jp

次
の
期
間
に
つ
い
て
の
免
除
等
を

申
請
す
る
場
合
は
、
今
年
度
に
限
り
、

申
請
期
限
が
本
年
十
月
ま
で
に
延
長

さ
れ
ま
す
。

①
全
額
・
半
額
免
除
及
び
若
年
者
納

付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年

四
月
か
ら
平
成
十
八
年
六
月
ま
で
の

期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
三

月
ま
で
の
期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

しっかり届けます
あなたの寄付金

大正琴ミニコンサートと無料体験

共同募金

10月1日～12月31日



◆配布数量　各６００袋（配布次第終了）
◆配布時間　上記時間から１時間程度
詳しくは、町民課けんこう係（TEL64-2216）へ。

と　き

10月20日（金）
9:00から

ところ

苫　前（役場車庫前）
古丹別（旧古丹別支所前）

生ゴミ堆肥 

昭
和
二
十
年
八
月
、
苫
前
沖
等
に

お
い
て
、
樺
太
か
ら
の
引
揚
船
三
隻

が
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
に
よ
る
攻
撃

を
受
け
、
内
二
隻
が
沈
没
し
、
苫
前

町
や
小
平
町
な
ど
の
海
岸
に
多
く
の

遺
体
が
漂
着
し
た
こ
と
を
悼
み
、
町

で
は
、
昭
和
五
十
年
、
町
民
か
ら
の

寄
贈
を
受
け
、
夕
陽
ヶ
丘
（
旧
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
南
側
）
に
慰
霊
之
碑

を
建
立
し
、
樺
太
引
揚
者
連
盟
苫
前

支
部
が
中
心
と
な
っ
て
被
害
者
の
供

養
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
五
十
回

忌
と
な
る
平
成
七
年
の
慰
霊
祭
を
も

っ
て
慰
霊
事
業
を
終
了
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

慰
霊
之
碑
に
つ
い
て
は
、
町
、
樺

太
引
揚
者
連
盟
苫
前
支
部
、
更
に
は

こ
の
事
件
の
関
係
者
の
方
々
に
よ
り

管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
、
こ
の
管
理
主
体

が
不
明
確
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、

町
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、
慰
霊

之
碑
の
管
理
は
、
今
後
、
町
が
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
慰
霊
之
碑
の
管
理
等

に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
町
民
課
住
民
係

（
電
話
六
四
ー
二
二
一
五
内
線
二
二

三
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

樺
太
三
船
慰
霊
之
碑
の
管
理

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

と　き　10月22日（日）11時
ところ　羽幌町車輌総合車庫

（羽幌町4条6丁目）南町運動広場向かい
内　容
・いも、かぼちゃ、漬物用野菜、りんご、
豆類など農産物の直売
・ジャム、べこもち、漬物、蒸しパンなど
農産加工品
・裂き織り、ドライフラワー、リース等
・活動パネル展示や農産加工品の試食
・牛乳の無料配布（11時と12時30分）
・米飯普及戦士コメファイターも参上

＊主催の管内農村女性ネットワーク“オロ
ロン”（伊藤まち子会長）は、平成13年
に発足し19グループ5個人（会員数138
名）の組織。農村女性が手塩にかけた農
畜産物や加工品を見て・味わって、生産
現場の話しに耳を傾けてみませんか。

「食」や「観光」の分野でビジネスアイディ
アをお持ちの方々が、事業計画のつくり方を学
ぶことの出来る研修会を開催します。
対　象：留萌管内に在住で、具体的なアイデ

ィアをお持ちの方（事業の大小は問
いません）

開催日：１回目　平成18年11月14目（火）
「事業機会の見つけ方・儲かる仕組みの作り方」
２回目　平成18年11月28日（火）
「やりたいことの実現のために考えるべきこと」
３回目　平成18年12月12日（火）
「資金調達について～事業計画のまとめ方」

※プログラムは（株）ヒューマン・キャピタ
ル・マネジメントが実施します。
※全3回のカリキュラムとなっております。
※個別相談や、メーリングリスト等によるフ
オローを実施します。

費　用：2,000円（全3回分の昼食代・資料代として）
申し込み：平成18年11月7日（火）までに、下記連

絡先まで、参加希望の旨、氏名、住所、
電話番号を添えてお知らせください。

連絡先：（株）ドーコン総合計画部　今野亨、窪田映子
TEL：011－801－1555
FAX：011－801－1556
E－mail：ekh078＠docon.jp（窪田）

「事業化支援研修会～事業計画の作り方～」
に参加しませんか

留萌開発建設部
地域振興対策室からのお知らせ

後援：留萌支庁・羽幌町

留萌管内農村女性ファーマーズマーケット

かあちゃんふれあい広場
2006開催

戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

村
木
　
ミ
ノ
（
87
歳
）
８
月
25
日

旭

星
　
　
秀
夫
（
72
歳
）
８
月
28
日

栄
　
浜

清
水
　
隆
信
（
75
歳
）
８
月
31
日

古
丹
別

渡
邊
　
政
美
（
75
歳
）
９
月
７
日

苫
　
前

鹿
内
　
卓
夫
（
68
歳
）
９
月
13
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

森
山
　
大
馳

だ
い
ち

聡
／
亜
紀
子

８
月
22
日

旭

加
藤
　
友
規

ゆ
う
き

博
克
／
真
由
美

８
月
24
日

長
　
島

長男長男

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す住

所

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
長
　
島
　
伊
　
藤
　
順
　
一
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
前
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

10月 町税の納期
町道民税・国民健康保険税
介護保険料の納入月です。

発生件数 ９件
死 者 数 ０人
負傷者数11人

交通事故死ゼロ日数は
8月31日現在で
851日

苫前町の交通事故情報
平成18年８月末現在
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お 詫 び
９月の長寿番付表の名古屋隆一さんの生年月日と住所に誤りが
ありましたので、訂正しお詫び致します。
正しくは、
生年月日：明治４４年９月１８日、住所：字上平です。
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▽
10
月
と
も
な
る
と
、
温
泉
と
鍋
物
が
恋

し
く
な
る
。
山
々
に
紅
葉
が
広
が
り
、
服

装
も
一
枚
、
二
枚
と
厚
着
に
な
っ
て
く
る

▽
環
境
省
の
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
愛
称
で
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
秋
冬

版
が
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
言
う
。
同
省
に
よ

る
と
夏
に
冷
房
温
度
を
一
度
上
げ
る
よ

り
、
冬
の
暖
房
温
度
を
一
度
上
げ
る
ほ
う

が
省
エ
ネ
効
果
が
高
く
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
に

比
べ
る
と
４
倍
以
上
の
二
酸
化
炭
素
を
減

ら
せ
る
と
言
う
▽
そ
ん
な
季
節
に
な
る
と

特
に
温
泉
が
恋
し
く
な
る
。
当
町
の
と
ま

ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
の
泉
質
は
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
塩
化
物
強
塩
泉
。
効
能
は
神
経
痛
・

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
・
手
足
の
冷
え
な

ど
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
と
、
身
体

の
芯
ま
で
あ
た
た
ま
り
、
一
晩
中
ぽ
か
ぽ

か
で
冷
え
に
く
い
。
特
に
、
冷
え
性
の
方

に
は
最
高
だ
と
の
声
も
少
な
く
な
い
▽
そ

の「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」が
、
北
海

道
で
94
番
目
の
道
の
駅「
風
Ｗ
と
ま
ま
え
」

と
し
て
誕
生
す
る
。
オ
ー
プ
ン
は
11
月
17

日
を
予
定
し
て
い
る
▽「
道
の
駅
」と
し
て

登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、
24
時
間
ト
イ
レ

が
利
用
で
き
、
身
障
者
用
駐
車
場
が
入
り

口
付
近
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の

条
件
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
ク
リ

ア
し
て
の
誕
生
と
な
る
▽
通
常
は
多
大
な

経
費
を
か
け
て
箱
物
を
新
設
す
る
が
、
当

町
は
、「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」＝「
道

の
駅
風
Ｗ
と
ま
ま
え
」と
な
る
▽
道
の
駅

効
果
が
発
揮
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
温
泉

と
鍋
物
で
、
身
も
心
も
温
ま
っ
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

編

集

雑

記

帳

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績（4～9月）

15,412,591円

平成18年９月分の実績

・供給電力量　159,800kWh 

2 ,005,090円

古丹別保育所幼児の作品

『たのしかった
プール遊び』

みんなで仲良く遊
んでいるところを
かきました。

青組６才

ねこしまなおちゃん

『いちご』

いちごの色が上手
にぬれました。

黄組３才

かわばたみおちゃん

『たのしかった
プール遊び』

みあちゃんとおよ
いでいるところで
す。

青組５才

くどうるかちゃん

『たのしかった
プール遊び』

顔をつける練習を
しているところで
す。

青組５才

やだたけるくん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『たのしかった
プール遊び』

浮輪ではなちゃん
と遊んでいるとこ
ろです。

青組５才

まつうらみあちゃん

『かわいい
うさぎちゃん』

うさちゃんが歌を
うたいながら遊ん
でいるところ。

桃組４才

にしゆきなくん

『十五夜さん』

うさぎさんと
きつねさんが
お月様きれい
だねってお話
ししていると
ころ。

桃組４才

なりたゆまちゃん

『あさがお』

あさがおの花
が上手におれ
ました。

桃組４才

たいしゅうたろうくん

『公園の木』

はっぱをいっ
ぱいつけまし
た。

赤組３才

ひらいけんごくん


